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(57)【要約】
  生検器具は、遠位切断エッジ（１２）を有する切断チ 
ューブ（４）を備える第１の部品（１）、貫通ロッド（ 
５）を備える第２の部品（２）、生検器具の長手に沿っ 
て中央に配置されたナイフ（６）であって、その遠位端 
に、実質的に切断チューブの内半径に対応する半径方向 
に延びる部分（７）を有するナイフを備える第３の部品 
（３）、ここで第１および第２の部品は、第３の部品の 
周囲に同軸に配置され、第１の部品は、第２の部品から 
遠位方向に縮退位置から伸長位置まで移動可能であり、 
第３の部品は、縮退位置と伸長位置との間で軸方向に移 
動可能であり、かつ少なくとも伸長位置において回転移 
動可能であり、および、第１または第２の部品のいずれ 
かに備えられる停止部（１１）を備え、停止部は、第１ 
または第２の部品のいずれかに備えられるスロット（１ 
５）と協働して、１つまたは複数の軸方向開放位置を除 
く全ての軸方向位置で第１の部品に対する第２の部品の 
回転移動を抑制し、停止部は、第１または第２の部品に 
設けられる長手方向スロットと協働する。
【選択図】  図１

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全15頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 検 器 具 で あ っ て 、
　 遠 位 切 断 エ ッ ジ （ １ ２ ） を 有 す る 切 断 チ ュ ー ブ （ ４ ） を 備 え る 第 １ の 部 品 （ １ ） ；
　 貫 通 ロ ッ ド （ ５ ） を 備 え る 第 ２ の 部 品 （ ２ ） ；
　 前 記 生 検 器 具 の 長 手 に 沿 っ て 中 央 に 配 置 さ れ 、 か つ そ の 遠 位 端 （ ８ ） で 実 質 的 に 前 記 切  
断 チ ュ ー ブ （ ４ ） の 内 半 径 に 対 応 し て 半 径 方 向 に 延 長 す る 部 分 （ ７ ） を 有 す る ナ イ フ （ ６  
） を 備 え る 第 ３ の 部 品 （ ３ ） 、
　 こ こ で 、 前 記 第 １ の 部 品 （ １ ） と 前 記 第 ２ の 部 品 （ ２ ） は 、 前 記 第 ３ の 部 品 （ ３ ） の 周  
囲 に 同 軸 に 配 置 さ れ 、
前 記 第 １ の 部 品 （ １ ） は 、 前 記 第 ２ の 部 品 （ ２ ） か ら 遠 位 方 向 に 、 第 １ の 縮 退 位 置 か ら 第  
２ の 伸 長 位 置 ま で 移 動 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ３ の 部 品 （ ３ ） は 、 第 １ の 縮 退 位 置 と 第 ２ の 伸 長 位 置 と の 間 で 軸 方 向 に 移 動 可 能  
で あ り 、 前 記 第 ３ の 部 品 は 、 少 な く と も 前 記 第 ２ の 伸 長 位 置 に お い て 回 転 方 向 に 移 動 可 能  
で あ り ； お よ び 、
　 前 記 第 ２ の 部 品 （ ２ ） に 設 け ら れ た 停 止 部 （ １ １ ） で あ っ て 、 前 記 第 １ の 部 品 （ １ ） に  
設 け ら れ た ス ロ ッ ト （ １ ５ ） と 協 働 す る か 、 ま た は そ の 逆 の 配 置 で も 同 様 で あ り 、 こ れ に  
よ り 、 １ つ ま た は 複 数 の 軸 方 向 の 解 放 位 置 を 除 く 全 て の 軸 方 向 の 位 置 に お い て 、 前 記 第 １  
の 部 品 （ １ ） に 対 す る 前 記 第 ２ の 部 品 （ ２ ） の 回 転 運 動 を 抑 制 す る 停 止 部 （ １ １ ） 、 を 備  
え 、
　 こ こ で 、 前 記 第 ２ の 部 品 （ ２ ） に 設 け ら れ た 前 記 停 止 部 （ １ １ ） が 、 解 放 位 置 に あ る と  
き 、 前 記 第 １ の 部 品 （ １ ） に 設 け ら れ た 横 方 向 の ス ロ ッ ト （ １ ６ ） と 協 働 す る か 、 ま た は  
そ の 逆 の 配 置 で も 同 様 で あ り 、 さ ら に 、 前 記 第 ３ の 部 品 （ ３ ） に は 、 前 記 第 ２ の 部 品 （ ２  
） に 長 手 方 向 に 配 置 さ れ た 第 ２ の ス ロ ッ ト （ １ ８ ） と 協 働 す る 第 ２ の 停 止 部 （ １ ７ ） が 配  
置 さ れ 、 ま た は そ の 逆 の 配 置 で も 同 様 で あ り 、 こ れ に よ り 、 前 記 第 ２ の 部 品 （ ２ ） に 対 す  
る 前 記 第 ３ の 部 品 （ ３ ） の 回 転 運 動 を 抑 制 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 生 検 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 生 検 器 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ の 部 品 （ ３ ） は 、 前 記 第 ３ の 部 品 （ ３ ） が そ の 第 ２ の 伸 長 位 置 に あ る と き 、 前  
記 第 １ の 部 品 （ １ ） に 対 し て 回 転 方 向 に の み 移 動 可 能 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 生 検 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 生 検 器 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ の 部 品 （ ３ ） は 、 前 記 第 １ の 部 品 （ １ ） が そ の 第 ２ の 伸 長 位 置 に あ る と き 、 第  
１ の 部 品 （ １ ） に 対 し て 回 転 方 向 に の み 移 動 可 能 で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 生 検 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 生 検 器 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ の 部 品 （ ３ ） は 、 前 記 第 ２ の 部 品 （ ２ ） が 前 記 第 １ の 部 品 （ １ ） お よ び 前 記 第  
３ の 部 品 （ ３ ） に 対 し て 元 の 軸 方 向 位 置 に あ る と き 、 前 記 第 １ の 部 品 （ １ ） に 対 し て 回 転  
方 向 に の み 移 動 可 能 で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 生 検 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 検 器 具 で あ っ て 、
　 前 記 停 止 部 （ １ １ ） は 、 前 記 第 ３ の 部 品 （ ３ ） も そ の 第 ２ の 伸 長 位 置 に あ る と き に の み  
解 放 位 置 に あ り 、
　 前 記 第 ２ の 部 品 （ ２ ） も 前 記 第 １ の 部 品 に 対 す る 回 転 運 動 の た め に 解 放 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 生 検 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
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　 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 検 器 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 部 品 （ １ ） が 、 ラ ッ チ に よ っ て 前 記 第 ２ の 伸 長 位 置 に ロ ッ ク さ れ 、 当 該 ラ ッ  
チ は 、 前 記 第 １ の 部 品 （ ２ ） が 前 記 第 １ の 縮 退 位 置 に 前 記 器 具 内 に 縮 退 さ れ る よ う に 解 放  
可 能 で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 生 検 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 検 器 具 で あ っ て 、
　 前 記 ナ イ フ （ ６ ） が 、 好 ま し く は ジ ア テ ル ミ ー 技 術 を 用 い た 、 電 気 外 科 用 ナ イ フ で あ る  
、
　 こ と を 特 徴 と す る 生 検 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 検 器 具 で あ っ て 、
　 前 記 切 断 チ ュ ー ブ （ ４ ） が 交 換 可 能 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 生 検 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 検 器 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 部 品 （ １ ） が 、 遠 位 ハ ン ド ル 部 分 （ ２ ０ ） お よ び 前 記 切 断 チ ュ ー ブ （ ４ ） を  
備 え る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 生 検 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 検 器 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ の 部 品 が 、 近 位 ハ ン ド ル 部 分 （ １ ） お よ び 前 記 貫 通 ロ ッ ド （ ５ ） を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 生 検 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 検 器 具 で あ っ て 、
前 記 第 ３ の 部 品 （ ３ ） が 、 前 記 第 ３ の 部 品 に 連 結 さ れ 、 か つ 前 記 第 ２ の 部 品 （ ２ ） の 第 ２  
の ス ロ ッ ト （ １ ８ ） 内 に 配 置 さ れ た ス ラ イ ダ （ １ ９ ） に よ っ て 移 動 可 能 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 生 検 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 生 検 器 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ の 部 品 が 、 前 記 ス ラ イ ダ （ １ ９ ） に よ っ て 遠 位 側 に 押 出 可 能 で あ り 、 バ ネ 手 段  
（ ２ ４ ） に よ っ て 縮 退 可 能 で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 生 検 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 生 検 ( b i o p s y ) 器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 生 検 器 具 の 大 半 は 、 電 気 的 に 駆 動 さ れ る 大 型 で 体 積 の 大 き い 器 具 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 手 持 ち 式 で 容 易 に 使 用 で き る 器 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。 ま た 、 器 具  
の 正 し い 使 い 方 を サ ポ ー ト し 、 誤 っ た 使 い 方 を 抑 制 す る こ と も 目 的 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 生 検 器 具 が 提 供 さ れ 、 こ の 生 検 器 具 は 以 下 を 備 え る ：
　 遠 位 切 断 エ ッ ジ を 有 す る 切 断 チ ュ ー ブ を 備 え る 第 １ の 部 品 、
　 貫 通 ロ ッ ド を 備 え る 第 ２ の 部 品 、
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　 前 記 生 検 器 具 の 長 手 に 沿 っ て 中 央 に 配 置 さ れ 、 か つ そ の 遠 位 端 に 実 質 的 に 前 記 切 断 チ ュ  
ー ブ の 内 半 径 に 対 応 す る 半 径 方 向 に 延 び る 部 分 を 有 す る ナ イ フ を 備 え る 第 ３ の 部 品 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 部 品 は 、 前 記 第 ３ の 部 品 の 周 囲 に 同 軸 に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 第 １ の 部 品 は 、 前 記 第 ２ の 部 品 か ら 遠 位 方 向 に 、 第 １ の 縮 退 位 置 か ら 第 ２ の 伸 長 位  
置 ま で 移 動 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ３ の 部 品 は 、 第 １ の 縮 退 位 置 と 第 ２ の 伸 長 位 置 と の 間 で 軸 方 向 に 移 動 可 能 で あ り  
、 前 記 第 ３ の 部 品 は 、 少 な く と も 前 記 第 ２ の 伸 長 位 置 で 回 転 移 動 可 能 で あ り 、 お よ び 、
　 前 記 第 １ の 部 品 に 対 す る 前 記 第 ２ の 部 品 の 回 転 運 動 を 抑 制 す る か 、 ま た は １ つ ま た は 複  
数 の 軸 方 向 解 放 位 置 を 除 く す べ て の 軸 方 向 位 置 で の 回 転 運 動 を 抑 制 す る 停 止 部 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 生 検 器 具 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ３ の 部 品 は 、 第 ３ の 部 品 が そ の 第 ２ の 伸 長 位 置 に あ  
る と き 、 第 １ の 部 品 に 対 し て 回 転 方 向 に の み 移 動 可 能 で あ る 。 好 ま し く は 、 第 ３ の 部 品 は  
、 第 １ の 部 品 が そ の 第 ２ の 伸 長 位 置 に あ る と き に も 、 第 １ の 部 品 に 対 し て 回 転 方 向 に の み  
移 動 可 能 で あ る 。 最 も 好 ま し く は 、 第 ３ の 部 品 は 、 第 ２ の 部 品 が 第 １ の 部 品 お よ び 第 ３ の  
部 品 に 対 し て 元 の 軸 方 向 位 置 に あ る と き 、 第 １ の 部 品 に 対 し て 回 転 方 向 に の み 移 動 可 能 で  
あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 生 検 器 具 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ２ の 停 止 部 が 、 第 ３ の 部 品 に 対 す る 第 ２ の 部 品 の 回  
転 運 動 を 抑 制 す る 。 好 ま し く は 、 こ の 停 止 部 は 、 第 ３ の 部 品 の 軸 方 向 移 動 に 伴 っ て 移 動 可  
能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 生 検 器 具 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 停 止 部 は 、 第 ３ の 部 品 が そ の 第 ２ の 伸 長 位 置 に あ る と  
き に の み 開 放 位 置 に あ り 、 第 ２ の 部 品 も 第 １ の 部 品 に 対 す る 回 転 運 動 の た め に 開 放 さ れ る  
。 好 ま し く は 、 停 止 部 は 、 開 放 位 置 に あ る と き 、 第 １ の 部 品 の 横 方 向 ス ロ ッ ト と 協 働 す る  
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 生 検 器 具 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ３ の 部 品 は 第 ２ の 部 品 と 共 に 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 生 検 器 具 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 部 品 は 、 第 ２ の 伸 長 位 置 に キ ャ ッ チ に よ っ て ロ  
ッ ク さ れ 、 こ の キ ャ ッ チ は 、 第 １ の 部 品 が 第 １ の 縮 退 位 置 ま で 器 具 内 に 引 き 込 ま れ る よ う  
に 開 放 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 生 検 器 具 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ナ イ フ は 電 気 手 術 用 ナ イ フ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 生 検 器 具 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 切 断 チ ュ ー ブ は 交 換 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 生 検 器 具 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 部 品 は 遠 位 ハ ン ド ル 部 分 と 切 断 チ ュ ー ブ を 備 え  
る 。 好 ま し く は 、 第 ２ の 部 品 は 近 位 ハ ン ド ル 部 分 と 貫 通 ロ ッ ド を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 生 検 器 具 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ３ の 部 品 は 、 第 ３ の 部 品 に 連 結 さ れ 、 か つ 第 ２ の 部  
品 の 第 ２ の ス ロ ッ ト 内 に 配 置 さ れ た ス ラ イ ダ に よ っ て 移 動 可 能 で あ る 。 好 ま し く は 、 第 ３  
の 部 品 は 、 ス ラ イ ダ に よ っ て 遠 位 方 向 に 押 出 可 能 で あ り 、 バ ネ 手 段 に よ っ て 縮 退 可 能 で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 で は 、 本 発 明 の 例 示 的 な 実 施 形 態 お よ び 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 を 詳 細  
に 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 中 間 位 置 に あ る 本 発 明 の 生 検 器 具 の 一 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 第 １ の 位 置 に あ る 図 １ の 生 検 器 具 の 実 施 形 態 を 切 断 図 で 示 す 。
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【 図 ３ 】 図 ３ は 、 第 ２ の 位 置 に あ る 図 １ の 生 検 器 具 の 実 施 形 態 を 切 断 図 で 示 す 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 第 ３ の 位 置 に あ る 図 １ の 生 検 器 具 の 実 施 形 態 を 切 断 図 で 示 す 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 第 １ の 位 置 に あ る 生 検 器 具 の 一 実 施 形 態 を 切 断 図 で 示 す 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 第 ２ の 位 置 に あ る 図 ５ の 生 検 器 具 の 実 施 形 態 を 切 断 図 で 示 す 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 第 ３ の 位 置 に あ る 図 ５ の 生 検 器 具 の 実 施 形 態 を 切 断 図 で 示 す 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 中 間 位 置 に あ る 本 発 明 の 生 検 器 具 の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 第 １ の 位 置 に あ る 図 ８ の 生 検 器 具 の 実 施 形 態 を 切 断 図 で 示 す 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 中 間 位 置 に あ る 図 ８ の 生 検 器 具 の 実 施 形 態 を 切 断 図 で 示 す 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 第 ２ の 位 置 に あ る 図 ８ の 生 検 器 具 の 実 施 形 態 を 切 断 図 で 示 す 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 第 ３ の 位 置 に あ る 図 ８ の 生 検 器 具 の 実 施 形 態 を 切 断 図 で 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 生 検 器 具 の 一 実 施 形 態 を 図 １ に 示 す 。 切 断 チ ュ ー ブ ４ を 備 え る 第 １ の 部 品 １ と  
、 貫 通 ロ ッ ド ５ を 備 え る 第 ２ の 部 品 ２ と が 示 さ れ て い る 。 中 央 内 部 に は 、 ナ イ フ ６ を 備 え  
る 第 ３ の 部 品 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ は 、 進 入 す る 部 品 と そ れ ら の 連 携 を 可 視 化 す る よ う 、 図 １ の 実 施 形 態 を 切 断 図 で 示  
す 。 器 具 の 中 心 長 手 軸 を 通 し て 、 ナ イ フ ６ を 備 え る 第 ３ の 部 品 ３ が 設 け ら れ て い る 。 ナ イ  
フ ６ は 、 そ の 遠 位 端 ８ に 半 径 方 向 に 突 出 し た 部 分 ７ を 有 す る 。 第 ２ の 部 品 ２ は 、 第 ３ の 部  
品 ３ と そ の ナ イ フ ６ を 同 軸 に 取 り 囲 み 、 貫 通 ロ ッ ド ５ の 先 端 部 ９ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、  
第 ３ の 部 品 ３ が 第 １ の 縮 退 し た 軸 方 向 の 位 置 に あ る と き に 、 ナ イ フ ６ の 半 径 方 向 に 突 出 し  
た 部 分 ７ が 静 止 す る こ と が で き る ス ロ ッ ト １ ０ を 有 す る 。 第 ３ の 部 品 ３ は ま た 、 図 ４ に 示  
す よ う に 、 第 ２ の 伸 長 し た 軸 方 向 位 置 に 遠 位 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 第 １ の 部 品 １ は 第 ３ の 部 品 ３ を 同 軸 に 取 り 囲 ん で い る 。 図 ２ で は 、 第 １ の 部 品 １  
は 、 第 １ の 縮 退 し た 軸 方 向 の 位 置 に あ る 。 第 １ の 部 品 １ は ま た 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ  
う に 、 軸 方 向 に 遠 位 側 に 移 動 し て 、 第 ２ の 伸 長 し た 軸 方 向 の 位 置 に あ っ て も よ い 。 第 ２ の  
部 品 ２ は 、 第 １ の 部 品 １ お よ び 第 ３ の 部 品 ３ に 対 し て 元 の 軸 方 向 位 置 の ま ま で あ る 。 明 ら  
か に 、 器 具 全 体 は ユ ー ザ に よ っ て 動 か さ れ て よ い 。 停 止 部 ( s t o p ) １ １ は 、 第 １ の 部 品 １  
に 対 す る 第 ２ の 部 品 ２ の 回 転 運 動 を 抑 制 す る 。 停 止 部 １ １ は 、 例 え ば 第 ２ の 部 品 ２ に 配 置  
さ れ 、 ス ロ ッ ト １ ５ は 第 １ の 部 品 １ の 長 手 方 向 に 配 置 さ れ て よ い 。 明 ら か に 、 停 止 部 １ １  
は 第 １ の 部 品 １ に 配 置 さ れ て よ く 、 第 ２ の 部 品 ２ に 長 手 方 向 に 配 置 さ れ た ス ロ ッ ト １ ５ 内  
を 移 動 し て よ い 。 い ず れ に せ よ 、 停 止 部 １ １ は 、 第 １ の 部 品 １ と 第 ２ の 部 品 ２ と の 間 の 相  
対 的 な 軸 方 向 移 動 を 抑 制 し て は な ら な い 。 切 断 チ ュ ー ブ ４ と 貫 通 ロ ッ ド ５ と の 間 に は 、 そ  
の 遠 位 先 端 部 ９ の 近 傍 に 第 １ の 封 止 部 １ ３ が 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 器 具  
の 遠 位 端 近 傍 で 、 ナ イ フ ６ と 貫 通 ロ ッ ド ５ と の 間 に 第 ２ の 封 止 部 １ ４ を 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ に よ る 生 検 器 具 の 実 施 形 態 は 、 以 下 の よ う に 使 用 す る こ と が で き る 。 最 初 か ら 、 第  
１ の 部 品 １ と 第 ３ の 部 品 ３ は 、 第 ２ の 部 品 ２ と と も に 、 双 方 が 縮 退 位 置 に あ る 。 貫 通 ロ ッ  
ド ５ と 包 囲 切 断 チ ュ ー ブ ４ の 先 端 部 ９ を 、 タ ー ゲ ッ ト 組 織 を 採 取 し よ う と す る 身 体 内 に 押  
し 込 む 。 硬 い 組 織 が 器 具 の 邪 魔 に な る 場 合 に は 、 ナ イ フ ６ を 備 え た 第 ３ の 部 品 ３ を 第 １ の  
部 品 １ お よ び 第 ２ の 部 品 ２ に 対 し て 遠 位 側 に 移 動 さ せ て 、 ナ イ フ ６ が 器 具 の 遠 位 端 の ス ロ  
ッ ト １ ０ か ら 突 出 す る よ う に す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ れ を 中 間 位 置 と 呼 ぶ こ と が で き る  
。 こ の よ う に し て 、 ナ イ フ ６ は 、 必 要 に 応 じ て 硬 い 組 織 を 切 開 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 タ ー ゲ ッ ト 組 織 に 到 達 す る と 、 第 ２ の 部 品 ２ と 第 ３ の 部 品 ３ が 引 き 出 さ れ 、 第 １ の 部 品  
１ が 、 第 ２ の 部 品 ２ と 第 ３ の 部 品 ３ に 対 し て 遠 位 方 向 に 相 対 的 に 第 ２ の 伸 長 位 置 ま で 軸 方  
向 に 移 動 さ れ 、 こ れ に よ り 、 切 断 チ ュ ー ブ ４ が 貫 通 ロ ッ ド ５ の 先 端 ９ か ら 突 出 し て 切 断 を  
開 始 し 、 切 断 チ ュ ー ブ ４ の 切 断 エ ッ ジ １ ２ と 貫 通 ロ ッ ド ５ の 先 端 ９ と の 間 に タ ー ゲ ッ ト 組  
織 の た め の 空 間 ２ ５ が 切 断 チ ュ ー ブ ４ 内 に 形 成 さ れ る （ 図 ３ 参 照 ） 。 第 １ お よ び 第 ２ の 封  
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止 部 １ ３ 、 １ ４ が 使 用 さ れ る 場 合 、 空 間 ２ ５ に 加 圧 ( u n d e r - p r e s s u r e ) が 供 給 さ れ る 。  
ア ン ダ ー プ レ ッ シ ャ ー 装 置 に 接 続 さ れ た 器 具 を 通 し て チ ュ ー ブ を 介 し て 加 圧 を 供 給 す る こ  
と も 考 え ら れ る 。 切 断 エ ッ ジ １ ２ が タ ー ゲ ッ ト 組 織 を 通 過 す る と 、 第 ３ の 部 品 ３ は 、 軸 方  
向 に そ の 第 ２ の 伸 長 位 置 ま で 遠 位 側 に 移 動 さ れ 、 そ れ に よ り 、 ナ イ フ ６ で 切 断 チ ュ ー ブ ４  
の 遠 位 端 の 内 側 に 位 置 す る タ ー ゲ ッ ト 組 織 を 切 断 す る （ 図 ４ 参 照 ） 。 第 ３ の 部 品 ３ と そ の  
ナ イ フ ６ が 第 ２ の 伸 長 位 置 に あ る 間 に 、 第 ３ の 部 品 ３ お よ び そ の ナ イ フ ６ は 、 タ ー ゲ ッ ト  
組 織 を 周 囲 の 組 織 か ら 切 り 離 す た め に 回 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ の 後 、 器 具 は 身 体 か ら 引 き 抜 か れ 、 次 に 第 ３ の 部 品 ３ が 軸 方 向 に 移 動 さ れ て 、 そ の 第  
１ の 縮 退 位 置 に 置 か れ る 。 第 １ の 部 品 １ を 第 １ の 縮 退 位 置 に 向 か っ て 軸 方 向 に 移 動 す る こ  
と に よ り 、 切 断 チ ュ ー ブ ４ 内 の タ ー ゲ ッ ト 組 織 は 、 貫 通 ロ ッ ド ５ に よ っ て 切 断 チ ュ ー ブ ４  
の 遠 位 端 を 介 し て 押 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ に 示 さ れ る よ う な 生 検 器 具 の 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ユ ー ザ は 、 生 検 器 具 の さ ら な  
る 特 徴 に よ っ て 、 生 検 器 具 を 正 し い 方 法 で 取 り 扱 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ か ら 図 ７ の 実 施 形 態 は 、 図 １ か ら 図 ４ の 実 施 形 態 に 対 応 す る が 、 た だ し 、 停 止 部 １  
１ が 他 の 部 分 に 配 置 さ れ た 横 方 向 ス ロ ッ ト １ ６ と 協 働 す る こ と が で き る こ と 、 す な わ ち 、  
停 止 部 １ １ が 第 １ の 部 品 １ に 配 置 さ れ て い る 場 合 、 横 方 向 ス ロ ッ ト １ ６ が 第 ２ の 部 品 ２ に  
配 置 さ れ て い る か 、 ま た は 図 ５ か ら 図 ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 停 止 部 １ １ が 第 ２ の 部 品  
２ に 配 置 さ れ 、 横 方 向 ス ロ ッ ト １ ６ が 第 １ の 部 品 １ に 配 置 さ れ て い る こ と を 除 い て で あ る  
。 さ ら に 、 第 ２ の 部 品 ２ と 第 ３ の 部 品 ３ は 回 転 方 向 に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ は 、 第  
２ の ス ロ ッ ト １ ８ に 沿 っ て 長 手 方 向 に 摺 動 す る 第 ２ の 停 止 部 １ ７ に よ っ て も 同 様 に 達 成 す  
る こ と が で き る 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 停 止 部 １ ７ は 第 ３ の 部 品 ３ に 配 置 さ れ 、 第  
２ の ス ロ ッ ト １ ８ は 第 ２ の 部 品 に 長 手 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 従 っ て 、 第 １ の 部 品 １ は 、 図 ６ を 参 照 し て 、 遠 位 方 向 に 押 出 さ れ る こ と が で き 、 こ れ に  
よ り 、 停 止 部 １ １ は 、 第 ２ の 伸 長 位 置 に 達 す る ま で 、 長 手 方 向 ス ロ ッ ト １ ５ 内 を 摺 動 す る  
。 こ の 位 置 で は 、 停 止 部 １ １ は 横 方 向 ス ロ ッ ト １ ６ に 合 わ せ て 整 列 し 、 第 ２ の 部 品 ２ は 第  
１ の 部 品 １ に 対 し て 回 転 す る こ と が で き る 。 第 ２ の 部 品 ２ は 、 第 ３ の 部 品 ３ を 第 １ の 部 品  
１ に 対 し て 協 働 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 第 ３ の 部 品 ３ が そ の 第 ２ の 伸 長 位 置 に あ る と き  
、 ナ イ フ ６ は 、 こ の 回 転 中 に 切 断 チ ュ ー ブ ４ 内 の タ ー ゲ ッ ト 組 織 を 切 断 す る 。 ユ ー ザ は 、  
第 ２ の 部 品 ２ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 第 ３ の 部 品 ３ を よ り 容 易 に 回 転 さ せ る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ８ ～ 図 １ ２ に 示 さ れ る よ う な 生 検 器 具 の 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ユ ー ザ は 、 生 検 器 具  
を 正 し い 方 法 で 取 り 扱 う た め に 、 生 検 器 具 の さ ら な る 特 徴 に よ っ て 補 助 さ れ る 。 例 え ば 、  
第 ３ の 部 品 ３ は 、 第 １ の 部 品 １ が そ の 第 ２ の 伸 長 し た 軸 方 向 の 位 置 に あ る と き だ け で な く  
、 第 ３ の 部 品 ３ が そ の 第 ２ の 伸 長 し た 軸 方 向 の 位 置 に あ る と き に も 、 第 １ の 部 品 １ に 対 し  
て 回 転 の み す る こ と が で き る こ と が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ８ ～ 図 １ ２ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 に 対 応 す る が 、 以 下 に 説 明 す  
る い く つ か の 追 加 の 特 徴 を 有 す る 。 図 ８ で は 、 生 検 器 具 の 実 施 形 態 が 中 間 位 置 で 示 さ れ て  
い る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 遠 位 ハ ン ド ル 部 分 ２ ０ と 近 位 ハ ン ド ル 部 分 ２ １ と い う 、 よ り 深 い  
ハ ン ド ル 部 分 と 、 ス ラ イ ダ １ ９ と を 有 す る 。  
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ９ に は 、 生 検 器 具 の 切 断 図 が 示 さ れ て い る 。 第 １ の 部 品 １ は 、 遠 位 ハ ン ド ル 部 分 ２ ０  
と 切 断 チ ュ ー ブ ４ と を 備 え る 。 第 ２ の 部 品 ２ は 、 近 位 ハ ン ド ル 部 分 ２ １ と 貫 通 ロ ッ ド ５ と  
を 備 え る 。 第 ３ の 部 分 ３ は 、 ス ラ イ ダ １ ９ と ナ イ フ ６ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 部 品 １ が そ の 第 ２ の 伸 長 位 置 に あ り 、 か つ 第 ３ の 部 品 ３ が そ  
の 第 ２ の 伸 長 位 置 に あ り 、 か つ 第 ２ の 部 品 ２ が そ の 元 の 縮 退 位 置 に あ る 場 合 を 除 き 、 第 １  
の 部 品 １ と 第 ２ の 部 品 ２ と の 間 の 回 転 運 動 を 抑 制 す る 停 止 部 １ １ が 、 第 ２ の 部 品 ２ に 配 置  
さ れ て い る 。 停 止 部 １ １ は 、 第 １ の 部 品 １ に 設 け ら れ た ス ロ ッ ト １ ５ 内 を 走 行 す る 。 明 ら  
か に 、 停 止 部 １ １ と ス ロ ッ ト １ ５ と は そ の 逆 に 配 置 さ れ て も よ い 。 図 １ ２ に 示 す よ う に 、  
横 方 向 ス ロ ッ ト １ ６ が 、 第 １ の 部 品 に 配 置 さ れ て 、 停 止 部 １ １ が 横 方 向 ス ロ ッ ト １ ６ に 合  
わ せ て 整 列 し て い る と き に 回 転 方 向 に 解 放 さ れ る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 停 止 部 １ ７ が 第 ３ の 部 品 ３ に 配 置 さ れ 、 第 ２ の ス ロ ッ ト １  
８ が 第 ２ の 部 品 に 配 置 さ れ 、 第 ２ の 部 品 ２ と 第 ３ の 部 品 ３ と の 間 の 回 転 運 動 を 抑 制 す る 。  
し か し 、 第 ２ の 停 止 部 １ ７ が 第 ２ の ス ロ ッ ト １ ８ 内 を 摺 動 す る た め 、 軸 方 向 の 移 動 は 可 能  
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 ３ の 停 止 部 ２ ２ が 第 ３ の 部 品 ３ に 配 置 さ れ 、 第 ３ の ス ロ ッ ト ２ ３ が 第 １ の 部 品 １ に 配  
置 さ れ て 、 第 ３ の 停 止 部 ２ ２ が 第 １ の 部 品 １ に 配 置 さ れ た 横 方 向 ス ロ ッ ト １ ６ に 合 わ せ て  
整 列 す る 場 合 を 除 い て 、 第 １ の 部 品 １ と 第 ３ の 部 品 ３ と の 間 の 回 転 運 動 が 抑 制 さ れ る 。 明  
ら か に 、 第 ３ の 停 止 部 ２ ２ と 第 ３ の ス ロ ッ ト ２ ３ は 、 少 な く と も 停 止 部 １ １ が 第 １ の 部 品  
に 配 置 さ れ 、 ス ロ ッ ト １ ５ が 第 ３ の 部 品 ３ に 配 置 さ れ 、 横 方 向 ス ロ ッ ト １ ６ が 第 ３ の 部 品  
３ に 配 置 さ れ る 場 合 に は 、 逆 に 配 置 さ れ て も よ い 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 第 ３ の 停 止 部 ２  
２ は 、 第 ３ の 部 品 ３ と 第 ２ の 部 品 ２ と の 間 の 回 転 運 動 を 抑 制 す る た め に 、 第 ２ の 部 品 ２ の  
ス ロ ッ ト ２ ６ と も 協 働 す る 。 従 っ て 、 第 ３ の 部 品 ３ と 第 ２ の 部 品 ２ と の 間 の 回 転 抑 制 機 能  
を 提 供 す る こ と な く 、 ス ラ イ ダ １ ９ の 他 の 設 計 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス ラ イ ダ １ ９ は 、 第 ３ の 部 品 ３ に 接 続 さ れ 、 第 ２ の ス ロ ッ ト １ ８ を 通 っ て 第 ２ の 部 品 ２  
か ら 突 出 す る 。 ス ラ イ ダ １ ９ に よ っ て 、 ユ ー ザ は 第 ３ の 部 品 ３ と そ の ナ イ フ ６ を 器 具 の 長  
手 軸 に 沿 っ て 遠 位 方 向 に 動 か す こ と が で き る 。 図 １ ０ で は 、 ス ラ イ ダ １ ９ は 、 半 径 方 向 に  
突 出 し た 部 分 ７ を 有 す る ナ イ フ ６ の 遠 位 端 ８ が 器 具 の 外 側 で 自 由 に な る よ う に 、 軸 方 向 に  
移 動 さ れ て い る 。 好 ま し く は 、 ユ ー ザ が ス ラ イ ダ １ ９ を 遠 位 方 向 に 押 し た 後 、 ス ラ イ ダ １  
９ か ら 手 を 放 す と 、 第 ３ の 部 品 ３ を 縮 退 さ せ る よ う に 、 第 ３ の 部 品 ３ と 第 ２ の 部 品 ２ と の  
間 に バ ネ ２ ４ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ８ ～ 図 １ ２ に よ る 生 検 器 具 の 実 施 形 態 は 、 以 下 の よ う に 使 用 す る こ と が で き る 。 最 初  
か ら 、 第 １ の 部 品 １ と 第 ３ の 部 品 ３ と は 、 第 ２ の 部 品 ２ と 共 に 、 双 方 そ の 縮 退 位 置 に あ る  
。 貫 通 ロ ッ ド ５ と 包 囲 切 断 チ ュ ー ブ ４ の 先 端 部 ９ を 、 タ ー ゲ ッ ト 組 織 を 採 取 し よ う と す る  
身 体 内 に 押 し 込 む 。 硬 い 組 織 が 器 具 の 通 り 道 に あ る 場 合 に は 、 ス ラ イ ダ １ ９ に よ っ て 、 ナ  
イ フ ６ を 有 す る 第 ３ の 部 品 ３ を 第 １ の 部 品 １ お よ び 第 ２ の 部 品 ２ に 対 し て 遠 位 方 向 に 移 動  
さ せ 、 ナ イ フ ６ が 器 具 の 遠 位 端 か ら 突 出 す る よ う に す る こ と が 可 能 で あ り 、 図 １ ０ に 示 す  
よ う な 中 間 位 置 で あ る 。 し た が っ て 、 ナ イ フ ６ は 、 必 要 に 応 じ て 、 硬 い 組 織 を 切 り 開 く こ  
と が で き る 。 バ ネ ２ ４ は 、 第 ３ の 部 品 １ ９ を そ の 第 １ の 縮 退 位 置 に 戻 す 。 停 止 部 １ １ が あ  
る た め 、 第 １ の 部 品 １ と 第 ２ の 部 品 ２ と は 相 対 的 に 回 転 せ ず 、 第 ２ の 停 止 部 １ ７ が あ る た  
め 、 第 ３ 部 品 ３ と 第 ２ の 部 品 ２ と は 、 第 １ の 部 品 １ と 第 ２ の 部 品 ２ に 対 す る 第 ３ の 部 品 ３  
の こ の 軸 方 向 移 動 の 間 、 相 対 的 に 回 転 し な い 。 従 っ て 、 第 ３ の 部 品 ３ の 安 定 し た 軸 方 向 移  
動 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 タ ー ゲ ッ ト 組 織 に 到 達 す る と 、 第 １ の 部 品 １ は 、 第 ２ の 伸 長 位 置 ま で 遠 位 方 向 に 軸 方 向  
移 動 さ れ 、 こ れ に よ り 、 切 断 チ ュ ー ブ ４ は 、 貫 通 ロ ッ ド ５ の 先 端 ９ か ら 突 出 し 、 し た が っ  
て 、 切 断 が 開 始 さ れ 、 切 断 チ ュ ー ブ ４ の 切 断 エ ッ ジ １ ２ と 貫 通 ロ ッ ド ５ の 先 端 部 ９ と の 間  
に タ ー ゲ ッ ト 組 織 の た め の 空 間 ２ ５ が 切 断 チ ュ ー ブ ４ 内 に 設 け ら れ る （ 図 １ １ 参 照 ） 。 停  
止 部 １ １ と 第 ３ の 停 止 部 ２ ２ に よ り 、 軸 方 向 の 移 動 は 回 転 運 動 な し に 行 わ れ る 。 第 １ と 第  
２ の 封 止 部 １ ３ 、 １ ４ が 使 用 さ れ る 場 合 、 空 間 ２ ５ に 加 圧 ( u n d e r - p r e s s u r e ) が 供 給 さ  
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れ る 。 ア ン ダ ー プ レ ッ シ ャ ー 装 置 に 接 続 さ れ た 器 具 を 通 し て チ ュ ー ブ を 介 し て 加 圧 を 供 給  
す る こ と も 考 え ら れ る 。 好 ま し く は 、 ラ ッ チ が 、 第 １ の 部 品 １ を そ の 第 ２ の 伸 長 位 置 に ラ  
ッ チ す る （ 図 示 せ ず ） 。 ラ ッ チ は 、 好 ま し く は 、 第 １ の 部 品 １ と 第 ２ の 部 品 ２ と の 間 に 配  
置 さ れ 、 第 １ の 部 品 １ が 縮 退 さ れ る と き に 解 放 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 切 断 エ ッ ジ １ ２ が タ ー ゲ ッ ト 組 織 を 通 過 す る と 、 第 ３ の 部 品 ３ は 、 ス ラ イ ダ １ ９ に よ っ  
て 遠 位 方 向 に 第 ２ の 伸 長 位 置 ま で 軸 方 向 移 動 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 ナ イ フ ６ で 切 断 チ ュ ー  
ブ ４ の 遠 位 端 の 内 側 に 位 置 す る タ ー ゲ ッ ト 組 織 を 切 り 開 く （ 図 １ ２ 参 照 ） 。 第 ３ の 部 品 ３  
お よ び そ の ナ イ フ ６ が 第 ２ の 伸 長 位 置 に あ り 、 ま た 第 １ の 部 品 １ が そ の 第 ２ の 伸 長 位 置 に  
あ る 間 、 第 ２ の 部 品 ２ は 、 第 １ の 部 品 １ に 対 し て 回 転 さ れ 、 こ れ は 、 停 止 部 １ １ お よ び 第  
３ の 停 止 部 ２ ２ が 横 方 向 ス ロ ッ ト １ ６ に 合 わ せ て 整 列 し て い る と き の 解 放 位 置 に よ っ て 可  
能 で あ る 。 第 ２ の 部 品 ２ が 回 転 す る と 、 第 ３ の 部 品 ３ も 第 ２ の 停 止 部 １ ７ に よ っ て 回 転 し  
、 こ れ に よ り 、 第 ３ の 部 品 ３ が 第 ２ の 部 品 ２ の 回 転 運 動 に 加 わ る 。 第 ３ の 部 品 ３ は 、 周 囲  
の 組 織 か ら タ ー ゲ ッ ト 組 織 を 切 り 離 す た め に 回 転 さ れ る 。 し か し 、 ユ ー ザ に と っ て は 、 方  
法 の こ の ス テ ッ プ で は 、 第 ２ の 部 品 ２ を 第 １ の 部 品 １ に 対 し て 回 転 さ せ る だ け の 方 が 簡 単  
で あ る 。 好 ま し く は 、 第 ３ の 部 品 ３ は 、 例 え ば 、 ス ラ イ ダ １ ９ と 第 ２ の 部 品 ２ （ 図 示 せ ず  
） と の 間 の ス ナ ッ プ 嵌 合 に よ っ て 、 そ の 第 ２ の 伸 長 位 置 に ラ ッ チ さ れ 得 る 。 ラ ッ チ は 解 除  
さ れ る こ と が で き 、 そ の 後 、 ス ラ イ ダ １ ９ と 第 ３ の 部 品 と は バ ネ ２ ４ に よ っ て 縮 退 さ れ る  
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ の 後 、 器 具 は 身 体 か ら 引 き 抜 か れ 、 第 ３ の 部 品 ３ は バ ネ ２ ４ に よ っ て 軸 方 向 に 引 き 戻  
さ れ 、 第 １ の 縮 退 位 置 に 戻 る 。 第 １ の 部 品 １ を 第 １ の 縮 退 位 置 に 向 か っ て 軸 方 向 に 移 動 さ  
せ る こ と に よ り 、 切 断 チ ュ ー ブ ４ 内 の タ ー ゲ ッ ト 組 織 は 、 貫 通 ロ ッ ド ５ に よ っ て 切 断 チ ュ  
ー ブ ４ の 遠 位 端 を 通 し て 押 し 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ナ イ フ ６ は 、 好 ま し く は 、 ジ ア テ ル ミ ー 技 術 を 用 い た 電 気 外 科 用 ナ イ フ で あ る 。 し か し  
、 機 械 式 ナ イ フ も 考 え ら れ る 。 好 ま し く は 、 切 断 チ ュ ー ブ ４ は 交 換 可 能 で あ る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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